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消防・救急体制

地震・洪水などの
自然災害からの安全性

防犯対策

高齢者のための
福祉施設や支援

病気の予防、
健康診断

障害者のための
福祉施設や支援

子どもやひ
とり親家庭
のための福
祉支援

所得の少な
い人のため
の福祉支援

商工業の振興
や企業誘致の
取り組み

町役場などの公共
的施設の便利さ

娯楽施設、レ
ジャー施設

就労の場

買い物の便利さ

通 勤 ・ 通 学
の便利さ

電 車 ・ バ ス
の便利さ

医療機関

救 急 医 療 、
夜 間 ・ 休 日
医療の体制重

　
要

ごみ処理、
環境美化

自然環境

環境問題へ
の取り組み

本
町
で
は
昭
和
45
年
３
月
に

「
猪
名
川
町
振
興
計
画
」
を
策

定
以
降
、
現
在
の
「
第
４
次
猪

名
川
町
総
合
計
画
」
に
至
る
ま

で
、
10
年
ご
と
に
計
画
を
策
定

し
、
総
合
的
・
計
画
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
計
画
で
は
「
人
と
自

然
が
や
さ
し
く
と
け
あ
い
、
未

来
に
輝
く
ふ
る
さ
と
猪
名
川
」

を
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
と
し
て

定
め
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
、
現
在
の
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
識
を
幅
広
く
反
映
し
て
い

く
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、

15
歳
以
上
の
住
民
３
０
０
０
人

を
無
作
為
抽
出
し
、
本
年
５
月

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
見
え

て
き
た
本
町
の
生
活
環
境
に
つ

い
て
、
大
き
く
５
つ
の
項
目
に

分
け
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
く
わ
し
い
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
は
、
企
画
財

政
課
で
閲
覧
、
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
表
の
結
果
か
ら
、
不
満
度

が
高
く
（
グ
ラ
フ
の
右
）
、
か

つ
重
要
度
が
高
い
（
グ
ラ
フ
の

上
）
も
の
と
し
て
、
「
医
療
機

関
」
「
救
急
医
療
、
夜
間
・
休

日
医
療
の
体
制
」
の
医
療
に
関

わ
る
課
題
と
、
「
電
車
や
バ
ス

の
便
利
さ
」
「
通
勤
・
通
学
の

便
利
さ
」
の
公
共
交
通
に
関
わ

る
課
題
が
、
住
民
か
ら
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
重
要
な
項
目
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
要
度
は
高
い
が
、

不
満
度
は
医
療
や
公
共
交
通
ほ

ど
で
は
な
い
も
の
と
し
て
、

「
防
犯
対
策
」
「
地
震
・
洪
水

な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
の
安
全

性
」
「
消
防
・
救
急
体
制
」
な

ど
の
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
課

題
が
あ
り
、
次
い
で
重
要
度
は

や
や
下
が
り
ま
す
が
「
高
齢
者

の
た
め
の
福
祉
施
設
や
支
援
」

「
病
気
の
予
防
、
健
康
診
断
」

「
障
害
者
の
た
め
の
福
祉
施
設

や
支
援
」
な
ど
の
健
康
・
福
祉

に
関
わ
る
課
題
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

「
自
然
環
境
」
「
環
境
問
題

へ
の
取
り
組
み
」
な
ど
に
つ
い

て
も
、
や
や
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
満
足
度
は
高
い
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
買
い
物
の
便
利
さ
」
「
就

労
の
場
」
「
娯
楽
施
設
、
レ
ジ

ャ
ー
施
設
」
な
ど
に
対
し
満
足

度
は
低
い
が
、
全
体
的
に
重
要

と
は
み
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
、
産
業
・
雇
用
や
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
に
関
わ
る
課
題

点
で
す
。

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

や
意
見
交
換
会
な
ど
を
踏
ま

え
、
本
町
で
暮
ら
す
す
べ
て
の

人
に
と
っ
て
住
み
や
す
く
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
、

明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政

課
（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）

へ
。

で
い
ま
す
。

国
内
外
の
社
会
情
勢
の
変

化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
、
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
、

高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
本

町
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
第
４
次
総
合
計
画
が
平

成
21
年
度
末
に
10
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
と
方
向
性
を
示
す
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
は
じ

め
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
準

備
検
討
会
含
む
）
や
各
種
団
体

と
の
意
見
交
換
会
、
ま
た
住
民

の
皆
さ
ん
も
加
わ
っ
た
総
合
計

画
審
議
会
を
設
置
す
る
な
ど
、

多
様
な
方
法
で
参
画
と
協
働
に

よ
り
す
す
め
て
い
ま
す
。

医 療

公共交通

環 境

安全安心

健康福祉

産 業
にぎわい

第 ５ 次 総 合 計 画

1 0年間

基本構想

平成2 2年度から

同3 1年度までの1 0

年間とします。

基本計画

平成 2 6年度まで

の５年間を前期と

し、それ以降の５

年を後期とします。

実施計画

３ 年 を 期 間 と

し、毎年度見直し

を図ります。

５
年
間

５
年
間

３
年
間

３
年
間

３
年
間

総合計画は、基本構想・基本計
画・実施計画の、３つの要素で構
成されています。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
ま
と
ま
る

総
合
計
画
と
は

新
し
い
総
合
計
画

求
め
ら
れ
て
い
る

医
療
と
公
共
交
通

満
足
度
の
高
い
自
然
環
境

低
い
産
業
や
雇
用
の
充
実

重
要
度
の
高
い

安
全
対
策
と
福
祉

現
在
、
本
町
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
、
第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
内
在
住
の
３

０
０
０
人
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
に
よ
る
、
求
め
ら
れ
る
ま
ち
の
姿
や
、
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

▲地域の「声」を反映するため、まちづくり協議会で意見
交換会を実施（写真は阿古谷小学校区まちづくり協議会）

明るい猪名川町の未来を創る明るい猪名川町の未来を創る
第5次総合計画策定にむけて

前期　後期




